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農水省や北海道など
の都道府県が発表し
ている試算結果の概
要をまとめてみた。そ
の結果によると、小麦
やサトウキビ、ビート（テ
ンサイ）の栽培は日本
から消滅。酪農や肉
牛も激減が予測される。
とくに北海道は甚大
な影響をまぬがれない。 

北海道の試算 

砂糖 
▲813億円 
 （－100％） 

小麦 
▲852億円 
（－100％） 

▲422億円 
（－71％） 

牛肉 乳製品 

▲2,369億円 
（－69％） 

合計影響額は4,456億円 
農家戸数は2万1,000戸減！ 
関連産業を含めると1兆3,716億円減 
失業者8万8,000人 

青森県の試算 

小麦 
▲4億円 
（－100％） 

▲60億円 
（－74％） 

牛肉 

乳製品 

▲19億円 
（－26％） 

合計影響額は83億円 
関連産業を含めると127億円減 

（イラスト ： 金井　登） 

農水省の試算 

砂糖 
 

▲1,300億円 
（－100％） 

小麦 

▲1,200億円 
（－99％） 

牛肉 
 

▲2,500億円 
（－56％） 

乳製品 

▲2,900億円 
（－44％） 

合計影響額約7,900億円 

鹿児島県の試算 

砂糖 
▲103億円 
（－100％） 

牛肉 

▲387億円 
（－50％） 

乳製品 

▲68億円 
（－75％） 

合計影響額558億円 
関連産業を含めると1,727億円減 

※麦がなくなれば、今年から始まる経営安定

対策も頓挫しかねない。米の作付けが増

えて米価急落。それをきっかけに米の自

給率まで下がる事態だって予想される。将

来的な影響は、上のような試算にとどまら

ないだろう。 
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北海道と聞けば思い浮かぶのが、富良野や美瑛の農
村風景。小麦、馬鈴薯、ビート、豆類の輪作でできる
パッチワークのように畑が広がる景観も、小麦とビ
ートがなくなったら、いっしょに消えてしまいかねない。
そんなことになっていいのか？ 

現在でも60％にもなる日本の食料の海外依
存度は、米・麦・砂糖・乳製品・牛肉の関税撤廃
だけで70％まで上昇するといわれている。 
オーストラリアに対する関税がゼロになれば、
アメリカやカナダもだまっていないだろう。 

輸入食料の増加は、
窒素の排出量の増加
をもたらし、環境の悪
化につながる。 
（322ページ参照） 

（写真は倉持正実撮影） 
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